
○ 農地耕作条件改善事業の創設に
より、小規模な基盤整備でも団体営
事業による実施が可能。

○ 地方自治法が改正され、認可地縁
団体へ登記が可能となる特例制度に
より、共有地の解消の目処が立った。

○ 取り残されていた本地区が整備さ
れ、地域の一体的な営農を補完。

○ 小規模な基盤整備を活用し、地域

の一体的な区画整理が完了したこと

により、農地集積や高収益作物の導

入が促進され、農家の所得向上を実

現。

○ 畜産農家と連携した堆肥の施肥に

よる環境保全型農業の実践。

○ 集落営農組織が中心となって、農

作業機械の操作研修などの支援によ

り、地域の後継者を育成。

【整備前】
平成6年度から基盤整備に取り組

んでいたが、本地区4.1haにおいて
は、共有地の相続の権利調整等が
難航し、取り残されていた。
共有地は遊休
農地化し、雑草
等の管理不足
による問題が
発生。

【工夫のポイント】

基

盤

地域の営農を補完する小規模な基盤整備

基盤整備による

生産額の向上

○ 担い手による営農転換
により、地区内の作付
面積約100％UP。

○ 高収益作物の導入と
農地利用率の向上によ
り、生産額が大きく向上。

○ 畜産農家と連携し、堆肥を農地
に還元することにより、各ほ場の
化学肥料の使用量を平均して2/3
程度に低減。

耕畜連携による環境保全型農業

（H29年～R1年）

基盤整備

【取組地域の概要】

【香川県観音寺市】地域の一体的な営農を補完する小規模な基盤整備の取組
かんおんじし

農業の成⻑産業化
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○位置
香川県 観音寺市

○主要作物

・水稲、麦、レタス、ブロッコリー、たまねぎ等

○主な支援施策

・農地耕作条件改善事業(H29～R1) 

・多面的機能支払交付金(H19～）

香川県

かんおんじし

油井北側地区
ゆいきたがわ

地域全体のほ場整備率94.4％
（整備面積25.4ha/全体26.9ha）

酪農家へ提供する稲わら

農地中間管理機構を活用した集積促進

○ 集積率に応じた地元負担を軽減する県
単事業や農地中間管理機構の活用によ
り、担い手への農地集積を促進し、高収
益作物の耕作面積も増加。 0

50

100

事業前 事業後

油井北側地区の集積率

17.1％

60.0％

（％）

42.9％増加

工事前の遊休農地

地域で支える農業

○ 油井営農支援組合（集落営農組織）が中心と
なって、農地の流動化や農機具の共同利用を
行い、担い手だけでなく、地域で支える農業を
推進。

○ 各種農業機械の操作研修や大型特殊免許
取得への支援を行い、オペレーターの後継者育
成に取り組んでいる。

営農支援組合の麦刈
（大型農機の共同利用）

牛ふんを使用した堆肥

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍
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担
い
手

たまねぎ

レタス
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事業前 事業後

油井北側地区（4.1ha）の

作付面積

水稲 小麦 高収益作物

（ha）

2.4ha

作付面積
約100％UP

3.9ha
0.4ha

1.9ha

1.4ha

3.5ha

7.2ha

利用率
約80％

利用率
約170％

0.7ha



【整備前】
○ 狭小かつ不整形なほ場であり、道路も狭

小のため、非効率的な営農形態。
○ 河川や高速道路、宅地等に囲まれ大規模

なほ場整備が難しい上に、雨水が集まる地
形でしばしば湛水被害に見舞われ、汎用化
が困難。

○ 区画整理は地域の細かいニーズに応えられる
団体営で実施し、効率的な営農が可能なほ場に
再編するとともに、排水路整備は周辺地域も含
めた広範囲において県営で実施し、湛水被害の
解消と汎用化を推進。

○ ほ場が狭小・不整形なことに加え、
地形的条件により、たびたび湛水被害
が発生し、担い手の耕作意欲の低下
や遊休農地の拡大が懸念された。

○ 地区の課題に対し、市と県が連携、
役割分担し、区画整理と排水対策を展
開。

○ 区画整理と排水対策により営農効
率の向上、高収益作物の安定生産が
実現。

○ 認定農業者が増加し、近隣地域へ
も基盤整備の取組が波及。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

.

基

盤

生

産

現

場

○位置
愛媛県東温市 (山村、特農)

○主要作物
・水稲、麦、大豆、花き、いちご

○主な支援施策
•農山漁村活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援交付金

(H23～H28)

•農業基盤整備促進事業(H28)

•農地耕作条件改善事業(H29)

•経営体育成基盤整備事業(排水対策型)
(H22～H24)

•水利施設整備事業(排水対策特別型)
(H25～H28)

とうおんし

役割分担を行い効果的な基盤整備を展開

農作業の効率化と湛水被害の未然防止 意欲ある担い手の確保と高収益作物への転換

○ 基盤整備を契機に新規就農者が増加。
○ 認定農業者数は約２倍になり、さらに近隣地域へ

も基盤整備の取組が波及。

地
域
の
取
組

愛媛県

牛渕地区

地区意見を事業に反映し優良農地を確保

○ 区画整理と並行し、周辺地域を含めた広範囲で
の排水対策の必要性を考慮した整備計画を提案し、
関係者の合意形成を図った。

○ 団体営と県営を両輪とした事
業の実施を実現させ、優良農
地の構築に繋げた。

○ 区画整理により大型の農業機械や運搬車両の

導入が可能となり作業が効率化。

○ 湛水の不安が解消され、水稲

に加えて花き(路地、ハウス)、い

ちごなどの高収益作物の安定生

産が実現。

【愛媛県東温市】基盤整備と排水対策の両輪で優良農地と担い手を確保する
とうおんし

基盤整備
(H23年～H29年)

うしぶち
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排水路の整備状況

耕作意欲の低下と遊休農地の拡大が懸念。

0

5

10

５人

９人

平成22年 令和４年

(人)
認定農業者数

パンジーの栽培状況

パンジーの苗

○ 今後、シクラメンなどの高
収益花きの栽培を予定して
おり、品質第一で栽培に取り
組み、販売額の増加につな
げていくこととしている。 22

湛水状況
団体営事業受益地
県営事業排水路

牛渕東地区牛渕西地区

航空写真(整備後)

平面図（整備前）
高速道路

工業団地
重信川

約２倍



○ ほ場整備や暗渠排水の
整備により水田を汎用化し、
大麦（もち麦等）や小麦を安
定的に生産。

○ ブランド化した特別栽培米
やもち麦を店頭やＨＰで販売
し、高付加価値化を実現。
作付面積も増加（S60：8ha→
R４：29ha） し、更なる収益向上を目指す。

80

100

120

整備前(R1) 整備後(R2)

0

1000

2000

3000

4000

一般価格 法人

○ 暗渠排水の整備により、耕
作条件を改善したことで、担い
手による農地集積が促進。

【整備前】
ほ場は狭小で不整形。水はけも悪いことから、

担い手への農地集積や担い手が望む農業の
展開に支障。

【佐賀県小城市】

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

○位置
佐賀県小城市

○主要作物
・水稲、麦、大豆

○主な支援施策

・県営圃場整備事業（S43～S60）

・県営土地改良総合整備事業（H３～H24）

・農地耕作条件改善事業（R１～R２）

（S43年～）
基盤整備

生

産

現

場

地
域
の
取
組

○ H17に農業法人「七島農産」を
設立。特別栽培米や麦、大豆を、
「ななしま家」としてブランド化。

○ 経営に女性も参画し、需
要者のニーズを捉え、酒米
やパン用小麦の栽培にもチ
ャレンジ。

お ぎ し

三日月地区

お ぎ し

佐賀県

みかつき
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ほ場整備などによる耕作条件の改善

狭小で不整形な区画

（参照：国土地理院地図HP）

ほ場整備や暗渠排水などの整備により、地区内
の耕作条件を改善。担い手のニーズに応じた
農業展開が可能。

整備されたほ場

ブランド化の推進

女性が働きやすい環境づくりと担い手育成

特別栽培米の販売

農業法人の働きやすい環境を目指した女性経営者の活躍

○ ほ場整備などの実施により担い手

への農地集積が進み、法人を設立。

○ 生産した特別栽培米やもち麦等を

自ら販売し、ブランド力を強化。

○ 農業女子グループの結成により、

マルシェなどの新たな活動や情報交

換が活発化。

○ 法人では、作業内容などを工夫し、

女性が働きやすい環境づくりを実現。
（参照：国土地理院地図HP）

地域全体の農地集積促進

法人によるブランド力の強化

特別栽培米価格（円/5kg）

水はけが悪い農地

5割アップ

○ 女性専用のトイレ設置など、
女性が働きやすい環境づくり
を進めている。

○ 女性経営者は、県の農業
女子グループ「カチカチ農楽
が～る」の一員。マルシェや
会員座談会など、女性のつ
ながりを活かした活動を展開。

女性経営者の検査状況

100%

117.3ha

担い手集積面積（ha）、集積率（%）

96.7%

105.2ha

農地利用図

慣行
栽培米

ブランド化
＋

特別
栽培米

暗渠排水整備後の農地

○ インターンシップ生等の受入れを行い、担い手
育成に取り組む。

加
工
・流
通

酒米の栽培



○ かんがい施設の整備によりマルドリ

方式の導入が図られ、安定したかん水

制御により、収量増やブランド率向上

を実現。

○ JAながさき西海を中心に、かんが

い施設を利用したスマート農業技術の

実証プロジェクトへ取り組む。

○ 小規模な園内道や防風ネット整備、

共同トイレの設置等、営農条件の改善

と向上を実施。

○ JAながさき西海が中心となり、基
盤整備地区内で、土壌水分に応じて、
スマートフォンでかん水を制御 し、品
質向上等に向け、生産管理システム
のスマート化の実証に取り組む。

【整備前】
不安定な天水に依存し、干ばつ時など

に用水不足が発生。近隣井戸からのくみ
取りによる防除、夏場のマルチシートの
張り剥しに多大な労力。

かんがい施設の整備により、かん水に係る労力の軽減や
きめ細かな肥培管理によるみかんの品質・収量の安定化
が図られ、経営が安定化。

【工夫のポイント】

基

盤

かんがい施設の整備による
労力の軽減と品質・収量の安定化

（H27年～）

生

産

現

場

西海型マルドリ栽培の実証

マルドリ方式でブランド化を促進 基盤整備と地域の取組が

一体となった収益力の向上

地
域
の
取
組

○ マルドリと自動かん水装置付液肥混
入器導入により作業時間を削減。

○ マルドリ方式※によりみかんの平均糖
度が12．8度から13．2度に上昇。「味
まる」の５％程度が「味っ子」になるな
どブランド率が向上し、収量の安定化
に寄与。

○ 果樹経営支援対策事業を活用し、小
規模な園内道や防風ネット等を整備し
て営農条件を改善。

○ 地区面積の85％以上を担い手18人に集積。
○ 共同トイレ等を整備し、みかん収穫時の雇用

労働者等の営農環境を改善。

担

い
手

担い手への農地集積の促進

基盤
整備

【取組地域の概要】

○位置
長崎県佐世保市

○主要作物
・みかん

○主な支援施策
・県営畑地帯総合整備事業（H27～）

・果樹経営支援対策事業（実施中）

・スマート農業技術の開発・実証プロ
ジェクト（R2～R3）

長崎県

させぼし

しんよう

【長崎県佐世保市】マルドリ方式による温州みかんのブランド産地化に向けた取組
させぼし

農業の成⻑産業化⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍

針陽地区

⻄海型マルドリ栽培の実証

電磁弁

⽔分ｾﾝｻ かん⽔ ﾁｭｰﾌﾞ

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝで
かん⽔を制御

動噴による防除 マルチシート剥し
(自動かん水装置付) 給水スタンド

ドリップチューブ

液肥混入器施設

＜JAながさき⻄海選果基準＞
選果基準未満

糖度12度以上

糖度13度以上

糖度14度以上

レギュラー品

出島の華

○ かんがい施設整備により反収が
2,632kg/10a⇒3,027kg/10aに増加し、
農業所得が18％増加。

○ ブランド化の取組により平成28年度
に「天皇杯」を受賞。

0.0
100.0
200.0
300.0
400.0
500.0

現況 計画
防除用水運搬 かん水

マルチシート張り剥がし マルチシート更新

土壌肥料施肥（固形） 葉面散布（ＳＳ）

除草

(時間／ha) 474時間/ha

254時間/ha
46%削減

※マルドリ方式：周年マルチ点滴潅水同時施肥法

味まる

味っ⼦

防風ネット

共同トイレ 24


